13.木材加工作業におけるリスクアセスメントのすすめ方
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	リスクアセスメント対象職場
	1～3の実施担当者と実施日
	4～6の実施担当者と実施日
	7～8の実施担当者と実施日
	
	
	社長(工場長)
	製造部長
	製造第○課長
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	2.危険性又は有害性と発生のおそれのある災害（※）
	3.既存の災害防止対策
	4.リスクの見積り
	5.リスク低減措置案
	6.措置実施後の

リスクの見積り
	7.対応措置
	8.備考
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	可能性

発生
	（リスク）

優先度
	
	重篤度
	可能性

発生
	（リスク）

優先度
	措置

実施日
	次年度検討事項
	

	ＮＣルータによる

加工作業
	入力された一連の動きを終えたルータ主軸が最初の位置に戻った際、加工状態を確認のため接近した作業者が主軸と操作盤との間に挟まれる
	機械の操作方法、構造及び安全教育を徹底する
	×
	△
	Ⅲ
	・機械自動運転時の立ち入り禁止区域を“トラテープ”などで明示する
	×
	△
	Ⅲ
	
	・光センサー等の導入を検討する
	

	手押しかんな盤による

加工作業
	加工材料をしっかり押さえていなかったため、材料が後方に弾かれ、近くにいた作業者以外の人間に激突する
	機械の操作方法、構造および安全教育を徹底する
	×
	△
	Ⅲ
	・反発した材を防ぐ柵等を設置する

・加工時に作業者以外は機材周辺に立ち入らないよう立入禁止を明示する
	×
	○
	Ⅱ
	
	・職場巡視により遵守の徹底を図る
	

	角のみ盤による

穴あけ加工作業
	削り屑が飛散し目に入り目を負傷する
	機械の操作方法、構造および安全教育を徹底する
	△
	×
	Ⅲ
	・保護帽および保護メガネを着用する

・遵守事項を掲示する
	△
	△
	Ⅱ
	
	・作業前ミーティング

・自動角のみ盤の導入を検討する
	

	ボール盤による

穴あけ作業
	不完全な固定により刃物が材を噛んで材が回り、作業員が激突する
	機械の操作方法、構造および安全教育を徹底する
	×
	△
	Ⅲ
	・押さ治具を使用する

・ドリルの歯の点検を行う
	×
	○
	Ⅱ
	
	・職場巡視により遵守の徹底を図る
	

	ワイドベルトサンダーで

棒状の部材加工作業
	幅と厚みの差のある部材を厚みと幅を間違えて挿入し火花が発生し、集塵装置（バグフィルター）に引火し、作業員が火傷する
	機械および集塵装置の操作方法、構造および安全教育を徹底する
	×
	△
	Ⅲ
	・材料からはみ出た糊をスクレーパー等により、加工前に除去する

・定期的にサンドペーパーの状態を確認する

・遵守事項を掲示する
	×
	○
	Ⅱ
	
	・前工程（積層行程）にて糊がはみ出ないような機械装置を導入する

・集塵装置に火花検知機、自動消火装置を装備する
	

	昇降盤の使用中、材料を

タテ切断作業
	人工乾燥直後の材を挽き割ったところ残留応力の影響で、材が跳ねて腕に激突し、負傷する
	定木の長さを丸のこの中心部迄とする
	×
	△
	Ⅲ
	・フェザーボードを取付けて反発しないようにする
	○
	○
	Ⅰ
	
	・固定治具の改善を行う
	

	昇降盤を使用し、長さをきめ切断する作業
	棒状の材の端を切ったところ、切れ端がのこに乗り、自分の方に飛んできて、腕に激突して負傷する
	端切れをその都度取り除く
	×
	△
	Ⅲ
	・切断作業中は反発防止治具を必ず使用する
	×
	○
	Ⅱ
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	7.対応措置
	8.備考

	
	
	
	重篤度
	可能性

発生
	（リスク）

優先度
	
	重篤度
	可能性
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	昇降盤の使用中、

軸傾斜丸のこ盤で

留め切断する作業
	軸傾斜丸のこ盤で、留め切断したところ、定盤とのこの間に切れ端が入り、跳ねて後ろにいる人に当たって負傷する
	端切れをその都度取り除く
	×
	△
	Ⅲ
	軸傾斜丸のこ盤で切断するときは、材料の下に板を入れ高さを持ち上げて切る
	×
	○
	Ⅱ
	
	
	

	横切丸のこでの

切断作業
	小径の丸太を輪切りにしようとしたところ、切断する材料がのこに触れたとたん回転し指先が巻き込まれる
	横切定木の部分に空回り防止のため粗目のサンドペーパーを貼る
	×
	×
	Ⅲ
	横切定木にＶ字型の治具を取付け空回りを防止する
	×
	○
	Ⅱ
	
	
	

	ポータプルのこ作業
	木製の台を作り裏側に取り付けて丸鋸盤として使用中、スイッチを切ろうと台の下へ手をいれた際、指がのこの歯に触れて指先をきる
	スイッチを固定し差し込みにて入切をする
	×
	△
	Ⅲ
	スイッチの位置をつけ替える
	×
	○
	Ⅱ
	
	丸のこ盤の専用機の導入を検討する
	

	手押しカンナ盤作業
	袖口のだぶだぶのジャンパーを着て板を削ったところ袖口がかんなにまきつき腕を巻き込まれる
	だぶだぶなものは着せない
	△
	△
	Ⅱ
	前ボタン、又はチャックは締め、袖口はボタンをキチンとはめるか、袖は腕と肘より上までキチンとまくる
	△
	○
	Ⅰ
	
	接触防止装置の導入を検討する
	

	木材の塗装作業
	圧送タンクを使用して塗装中、塗料ホースが切れ塗料が噴出し、全身に塗料を浴び皮膚に炎症を起こす
	目視によりホースの異状があるか確認する
	△
	△
	Ⅱ
	期間を定めて定期的に交換する
	△
	○
	Ⅰ
	
	
	

	接着プレス作業
	フラッシュプレスの定盤のリミッタースイッチが壊れているのを知らないで定盤を上げたところ、通常より上がりすぎ、ギヤーがはずれ定盤を落とし、足に激突する
	
	△
	△
	Ⅱ
	①使用前点検で定盤を上昇中にリミッターを竿等で触って止まるか確認する

②リミッターを切ると起動できないインターロックを採用する
	○
	○
	Ⅰ
	
	期間を定めリミッターを交換する
	

	手押しカンナ作業
	幅が狭い60mm程度の薄板を手の平で押さえて削っていた際に指先が刃に触れて切れる
	回転している刃の上に指先を持っていかない
	△
	×
	Ⅲ
	①押え治具を使用する

②安全教育を実施する
	△
	△
	Ⅱ
	
	先定盤に自動送りをセットして削る
	


リスクの見積りの方法（マトリックス法の例）

　

	　　
	被災の程度・内容の目安

	致命的・重大
×
	· 死亡災害や身体の一部に永久的損傷を伴うもの

· 休業災害（1ヵ月以上のもの）、一度に多数の被災者を伴うもの

	中程度
△
	· 休業災害（1ヵ月未満のもの）、一度に複数の被災者を伴うもの

	軽度
○
	· 不休災害やかすり程度のもの



②負傷又は疾病の発生の可能性の度合の区分

危険性又は有害性への接近の頻度や時間、回避の可能性等を考慮して区分します。

	発生の可能性
	内容の目的

	高いか　比較的高い
×
	· 毎日頻繁に危険性又は有害性に接近するもの

· かなりの注意力でも災害につながり回避困難なもの

	可能性がある
△
	· 故障、修理、調整等の非定常的な作業で危険性又は有害性に時々接近するもの

· うっかりしていると災害になるもの

	ほとんどない
○
	· 危険性又は有害性の付近に立ち入ったり、接近することが滅多にないもの

· 通常の状態では災害にならないもの



③リスクの見積もり
重篤度と発生の可能性の度合いの組合せからリスクを見積もる。（マトリックス法）

リスクの見積表

	重篤度

発生の可能性
	負傷又は疾病の重篤度

	
	致命的・重大

×
	中程度

△
	軽度

○

	発生の可能性の度合い

負傷又は疾病の
	高いか　比較的高い
×
	Ⅲ
	Ⅲ
	Ⅲ

	
	可能性がある
△
	Ⅲ
	Ⅱ
	Ⅰ

	
	ほとんどない
○
	Ⅱ
	Ⅰ
	Ⅰ



	リスク
	優先度

	Ⅲ
	直ちに解決すべき又は重大なリスクがある。
	措置を講ずるまで作業を停止する必要がある。

十分な経営資源(費用と労力)を投入する必要がある。

	Ⅱ
	速やかにリスク低減措置を講ずる必要のあるリスクがある。
	措置を講ずるまで作業を行わないことが望ましい。

優先的に経営資源（費用と労力）を投入する必要がある。

	Ⅰ
	必要に応じてリスク低減措置を実施すべきリスクがある。
	必要に応じてリスク低減措置を実施する。


①負傷又は疾病の重篤度の区分





④優先度の決定











凡例：●災害の重篤度　　×＝致命的・重大　　△＝中程度　　○＝軽度　　●発生可能性　　×＝高いか比較的高い　　△＝可能性がある　　○＝ほとんどない

　　　●優先度　　　　　Ⅲ＝直ちに解決すべき又は重大なリスクがある。　　Ⅱ＝速やかにリスク低減措置を講ずる必要のあるリスクがある。　　Ⅰ＝必要に応じてリスク低減措置を実施すべきリスクがある。

　　　※災害に至る経緯として「～なので、～して」＋「～になる」と記述

